
１．ご利用できる方

　学校教育の一環として行う野外教育活動、社会教育の一環として青少年の育成のため行う

宿泊訓練・野外活動、これらの活動を指導する者を養成する研修活動、子育ての一環として

家族やグループで行う自然体験活動の他、学生サークル活動、社会貢献となるボランティア

活動などにご利用できます。

（１）豊橋市立学校、豊橋市内の愛知県立特別支援学校

（２）豊橋市内の青少年団体（海洋少年団、ガールスカウト、健民少年団、子ども会、スポ

ーツ少年団、豊橋市青年団協議会、ボーイスカウト　※記載ｱｲｳｴｵ順）

（３）豊橋市及び市教育委員会の行事

（４）野外活動又は自然体験活動指導者研修

（５）非営利活動団体

（６）家族・学生・ボランティアのグループ

【共通事項】

　・ １０名以上でご利用できます。

　・ ご利用する方のうち青少年が半数以上必要です。

　・ 成年の引率者又は成年の指導者が必要です。

　・ 施設及び周辺の自然環境を活用した学習活動のための利用計画が必要です。

　・ 豊橋市内の団体とは、団体の所在地又は活動の拠点が豊橋市内であることが必要です。

２．対象年齢等

（１）小人 ５歳以上中学生又は相当の年齢の方

（２）大人 高校生又は相当の年齢以上の方

（３）引率者 施設利用当日の責任者、家族利用の場合は保護者の方

（４）指導者 自然体験・野外活動に関連する公的又は民間の指導者資格を持つ方

３．休館日

　毎週月曜日及び年末年始（１２月２９日から翌年１月３日）

　施設の整備・点検のため臨時に休館することがあります。

４．施設の利用時間

１．１泊（宿泊）利用と１日（日帰）利用

・１泊（宿泊）利用は、午前９時から翌日午前９時までとなります。

・１日（日帰）利用は、午前９時から午後４時３０分までとなります。

・午後４時３０分を超える利用は、宿泊を伴わない場合も１泊（宿泊）利用となります。
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・１泊（宿泊）利用で、２日目の午前９時から引き続いて施設をご利用する場合は１泊

　（宿泊）利用と１日（日帰）利用となります。

２．設備の利用時間

 区分  利用時間

 研修室又は講義室  午前９時００分から午後４時３０分まで

 体育館又は集会所  午前９時００分から午後９時００分まで

 創作活動室  午前７時００分から午前９時００分まで

 厨房、食堂  午前９時００分から午後２時００分まで

 午前９時００分から午後７時００分まで

 午前７時００分から午前９時００分まで

 宿泊室  午前９時００分から午後４時３０分まで

 午前９時００分から翌日午前９時００分まで

 ロビー  午前９時００分から午後４時３０分まで

 午前９時００分から午後９時３０分まで

 午前７時００分から午前９時００分まで

 浴室  午後６時００分から午後９時３０分まで

 野外炊事場  午前９時００分から午後４時３０分まで

 午前９時００分から午後９時３０分まで

 午前６時３０分から午前９時００分まで

 テントサイト  午前９時００分から午後４時３０分まで

 午前９時００分から翌日午前９時００分まで

 広場、営火場  午前９時００分から午後４時３０分まで

 午前９時００分から午後９時３０分まで

 日の出から午前９時００分まで

 アドベンチャー  午前９時００分から午後４時３０分まで

 フォレスト、  午前９時００分から日没３０分前まで

 自然観察路  日の出から午前９時００分まで

３．その他の事項

・施設の整備、補修、点検等のため事前に利用時間を変更する日があります。

・利用時間内に利用した設備の片付け、清掃を行ってください。

１日

１日

１泊

１日

１泊
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５．利用料金（令和元年10月1日適用）

１．施設使用料

（１）１泊又は１日(日帰り)利用

（２）施設利用 （３）物品利用

（４）豊橋市外の団体は上記（１）から（３）の料金は倍額となります。

２．実費額

シーツの概要 炊事用薪の概要

少年自然の家 野外教育センター 施設共通

宿泊室 150円 550円  宿泊又は室利用１人あたり

キャンプ場 30円 100円  テント泊及び１日(日帰り)利用について１人あたり

施設共通

設備名
金額

備考
小人 大人

 豊橋市立学校、豊橋市内の愛知県立特別支援学校、豊橋市内の青少年団体は無料。
 小人とは５歳から中学生。大人とは高校生以上又は相当の年齢の方。

少年自然の家 施設共通

設備名 金額 備考 物品名 金額 備考

１泊以内
につき

研修室 1,410円 毛布 40円 ／枚

創作活動室 620円 炊事用具 130円

体育館 1,750円

１室３時間
以内につき

テント 360円 ／張

／組

 豊橋市立学校、豊橋市内の愛知県立
 特別支援学校、豊橋市内の青少年団
 体は無料。

 豊橋市立学校、豊橋市内の愛知県立
 特別支援学校、豊橋市内の青少年団
 体は無料。

物品名 少年自然の家 野外教育センター

シーツ １枚につき 160円 ２枚につき 260円

炊事用薪 １束につき 100円 １束につき 100円
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６．設備・定員 ※人員は小学生を対象としたものです。

（１）宿泊施設

 第１キャンプ場（テント泊)  キャンプ場（テント泊)

 第２キャンプ場（テント泊)  本館宿泊室（１階洋室)

 宿泊棟（さくら）  本館宿泊室（２階洋室)

 宿泊棟（くろまつ）

 宿泊棟（やまもも）

 宿泊棟（こなら）

 宿泊棟（もちのき）

※ キャンプ場の宿泊利用ではテントの持ち込みが可能です。

（２）屋内の主な施設

 中央管理棟 研修室  本館 講義室

 中央管理棟 創作活動室  本館 浴室(男)

 中央管理棟 食堂  本館 浴室(女)

 中央管理棟 浴室(男)  本館指導員室（２階）

 中央管理棟 浴室(女)  屋内集会所

 中央管理棟指導員室（１階） ※講義室は食堂として利用できます。

 中央管理棟指導員室（２階）

 体育館

（３）主な貸出物品

・飯盒 ・食器（椀） ・三角コーナー ・テント

・なべ ・カレー皿 ・たわし（亀の子） ・毛布

・やかん ・スプーン ・たわし（スポンジ） ・シーツ

・飯しゃもじ ・トレイ

・玉しゃくし ・コンテナ

・包丁

・まな板

・ボウル ※利用料金に記載のない物品は無料です。

・ざる ※貸出できる数量を職員にご確認ください。

・鉄板 ※施設により配置がない物品があります。

・移動かまど ※施設の下見・見学時にご確認ください。

 室・設備 宿泊定員  室・設備 宿泊定員

6人 120人

4人

20人 10人

80人 10人

6人 6人

 室・設備 収容人員  室・設備 収容人員

80人 50人

20人

20人

6人

100人
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20人

20人

少年自然の家 野外教育センター

50人 100人

50人 96人

20人 104人

少年自然の家 野外教育センター



（４）施設の詳細（配置備品・機能）

 ①第１キャンプ場 ・テントサイト 8区画、電源なし

・屋根付炊事場 炊事炉12、シンク8、作業台4

・遊歩道 アドベンチャー・フォレスト

 ②第２キャンプ場 ・テントサイト 10区画、電源なし

・屋根付炊事場 炊事炉12、シンク8、作業台4

 ③芝生広場 ・広さ ほぼ円形 30ｍ×30ｍ

(多目的広場) ・用途 入退所式、キャンプファイア等

・設備 国旗掲揚塔、電源、水道蛇口、野外灯

 ④子ども広場 ・広さ 長方形 35ｍ×18ｍ

(多目的広場) ・用途 キャンプファイア等

・設備 電源、水道蛇口、野外灯

 ⑤こかげ広場 ・用途 流しそうめん、バーベキュー

・設備 野外炉8、テーブル、流しそうめん設備

 ⑥宿泊棟(各棟共通) ・仕様 床フローリング（約30畳）、洗面･トイレ

・設備 冷暖房なし、壁掛式扇風機、コンセント

・寝具 敷ふとん20、毛布40、枕20

 ⑦中央管理棟研修室 ・仕様 床カーペット、広さ17ｍ×9ｍ

・用途 会議、研修会、講習会、レクリエーション等

・設備 長机30、折畳椅子90、黒板、ホワイトボード

 ⑧中央管理棟創作活動室 ・仕様 床カーペット、広さ10ｍ×7ｍ

・用途 創作活動（クラフト）

・設備 作業台、工具、クラフト材料

 ⑨中央管理棟厨房・食堂 ・設備 ガス炊飯器(15升・3升・2升)、ガス回転釜、

ガスコンロ、ガス湯沸器、給湯器、調理台、

2槽シンク、冷蔵庫(家庭用350L)2台、

テーブル20、丸椅子80

 ⑩体育館 ・広さ 約14ｍ×20ｍ

・用途 キャンドルサービス、レクリエーション

少年自然の家
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 ①キャンプ場 ・テントサイト 10区画、電源なし

・第１炊事場 炊事炉12、シンク8、作業台4

・第２炊事場 炊事炉12、シンク8、作業台4

・野外炊事炉 野外炉49、敷板

・遊歩道 自然観察路

 ②キャンプファイア場 ・広さ 長方形 15ｍ×30ｍ

(多目的広場) ・用途 キャンプファイア、レクリエーション

・設備 水道蛇口、野外灯

 ③本館 宿泊室 ・仕様 床フローリング、畳敷2段ベッド

32人用2室、8人用17室

・設備 エアコンあり、コンセント

・寝具 毛布各3、枕

 ④本館 指導員室 ・仕様 8畳

・設備 エアコンあり、コンセント

・寝具 ふとん8組、枕

 ⑤本館 講義室 ・仕様 床Ｐタイル、収容50人

・用途 研修会、食堂利用

・設備 長机20、椅子150

 ⑥本館 厨房 ・設備 ガス炊飯器(15升・2升)、給湯器、ガスコンロ

ガス湯沸器、2槽シンク、調理台

冷蔵庫(家庭用350L)3台

 ⑦屋内集会所 ・広さ 約18ｍ×20ｍ

・用途 キャンドルサービス、レクリエーション

野外教育センター
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